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　　　　　　　　太陽の距離や三差を知る新方法
　スペインのトルトーサTortosa天文皇ローデRodes師が昨1928年七月
19日猫國ノ・dデル・ぐルビで開かれたA．G．學會で護表しtc　一一論文は，其の
後，バルセロナの王立アカデミ輯報に詳しく載せられナこ．困れに嫁るε，
師は太陽表面上の一睡に於いて
　（イ）分光器で覗線蓮度fP測って得ナこ太陽自韓蓮度t，
　（ロ）黒鮎等の観測から得る太陽自韓の週期定
の二つから，先づ太陽の赤道直径（各緯線画面の直径）を算出し，次で
　（2X）測微器によろ太陽の覗直径襯測結果
を之れミ組み合せて，太陽ε地球ミの距離叉は太陽視差を精密に算定する
εいふのであって，師は此の方法により先づ一例εして
太陽の赤道上の観測値から
　　　　　　　　　　　　　　　　　H　　　　臼　（イ）2．0358キロ／謡曲0．0087　（ロ）24・842±O・011　◇、）31’　59”．26　to，r・1
　等を最も眞に近いものε冷用して，
　　　太陽の平均覗差＝8，t・8015　　太陽の平均距離竃149478584　Km
又，同病に，太陽の緯度15．の馳に於ける観測値から
　　　　　　　　　　　　　　　日　　　　日　（6）　1，943キロ／秒　　　（ロ）　25・169士oO18　　　（ノ・）　前同様i
　等を用ひて，
　　　太陽の雫均ilH差・＝8’，・7922　　太陽の平均距St・＝・14964157gKm
因みに，今までに行はれた太陽視差の最も優秀な成績εしては，
A．三角測量．　小難星のヘリオメーター観測（1889－1890年，ギル氏）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8，，．802±O”．005
　　　　　　　　エロスの眼示見観2則（1900－1901年，ヒンクス氏）8・806±0．004
　　　　　　　　エロスの爲眞観測（　〃　　，ピン〃ス氏）8・807±0・0027
　　　　　　　　火星の篇翼魏測（1924年，ジョーンズ，ノ・一ム爾氏）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8．　809±O．　005
B，引力理論，　月の蓮動より（1924年・ツヨース氏）　　　8・805±0・005
　　　　　　　　エロスの撮動（ノテボーム氏，1921年）　　　8・799±0・001
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C，　光線の速度．星の四線速度槻測より（1912年，＊・一氏）　　8”・802±O”・004
等がある，此等のものや，V一デ師の算定なεから見るミ，結局，太陽の
　　　三F，ξ｝嗣差は　　8，t，803±0”001　　　　　　　三F」±匂距離は　　149450000≡ヤロ
が最も正確なものS見るべきものだらう．
　　　　　　　　　　　　遊星の大きさ
　猫國ブレスラウの天文家ラーべW．Rabe氏はナノ、リヒテンA．N．誌第
5600－5601號に多くの大遊星の直径の確實な大きさについて徹底的な数値
を獲表した．遊星の直径ミして世の多くの書物に載せられてあるものは，
其の出所や典嫁がまち々々であって，今まで不統一になってみる．之れを
整理しやうεしたのがラーべ氏の元の意志らしい．元來，遊星の直径を測
するには
　　（1）望遠鏡の接眼部にある乙線測微器による方法，
　　（2）同様に二重像式測三三を用ふる方法，
　　（3）ヘリォメーターを用ふる方法
があるが，此頃は
　　（4）三焦；鮎カメラによる爲霊像の測定による方法
もある．ラーべ氏は爾ほ此等種々の方法について，4ラヂエーシヨンの理
を考慮し，叉，自己の直接観測結果や，人造遊星の諸種の試験等を試みた
のであって，結局，二二の眞の直径を下の如く決定しfこ．
　遊星　　　　　親直径
水星　　 7tt，09金　星　　　　　　工7・40
地　球　　　　　　17・60
火　　星（赤主二二）　　　　　　9．47
同　　　　（南iヒ）　　　　　　9・42
木　星（赤道）　　　38。09
同　　　　（南1ヒ）　　　　　35・76
火星の外輪　　　　4029
”　　カシニ隙　　34．62
同　　内輪（外側）　25．82
〃　　〃　（内側）　20・83
同　　（赤道）　　17．44
同　　（南北）　　　15。77
天王星　　　　　　　3．84
海王星　　　　　　228
基準距離直径（キロメート）Vで）直脛（地球な軍位）
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　　　　　　　　　　　東京天文憂の新学
　東京三鷹の新天文峯では，かねてドイツ國ツァイス華年に注文してあっ
た所謂「アィンシタィン塔」ご，Mt＄　650ミリの大赤道儀が到着したので，
近く之れ等の組み立てに即事するSいふ．
　アィンシタィン塔は，覗に猫國ポツダム天文墓にあるアインシタaン塔：
ε同じくツァイス會杜の誇りεするものであるが，其の目的及び其の構造
は要するに，米国ヰルソン山天文皇にある高さ150沢及び60呪の高塔，又
は伊國フィレンツェ市外のアルチエトリ天文皇にあるものミ同じであるが
東京のは高さ43尺である．
　口t＄　650ミリ（俗に二十六吋牟）の大赤道儀は，やはりツアィス製であ
って，猫逸國ベルリン大恥バA“ルスベルグ天文皇や，南洋ジヤバ島のボシ
や天文皇にあるものE同じ型である，
　因みに，ツアィス二心の大型天文機械は，今迄多くは猫國内に於いての
み使用せられてるたに．止まり，其の機械構造上の嚴正なる批評は未だ下さ
れてみない二二であるが，上記のジヤバや東京のものは，初めてッア1ス
機が乱淫國外に於いて使用されるのであるから，其等の成績如何は内外の
多くの天文家ナこちから二心に注目されてみる，
　　　　　　　　　京都西陽大払に新着の器械
　かねて英國グラブ磐田に註文してあったこ個のシ一日スタトの中，「十二二
吋」のものが去る三月9日に大學天文學数室に到着しナニ．構造は此の露眞
の通り．
　一般にシーロスタトξ呼ばれるものは太陽の室内観測（多くは窮眞撮影）
をする時に用ふる器機であって，李下鏡一個叉は二個を使ひ，太陽の光り
be　一室の方向に向けて室内に導き入れる装置に出來てるる．しかし，こN
に掲げるシ湖棚スタトは特に日蝕観測に用みる所謂「蝕用シー一・Vスタト」で
あって，一個の李面鏡が，極軸の上に乗せられたまN，48時間に一回轄す
る割合で動く．其のために，別に精巧な時計仕掛けが連結されてみる．今
度のシーロスタトは，卒面鏡の直径31センチ，大部分はアルミニウム材を
348 雑 報
?、㌧??????
用ゐ，運搬に非常に輕便に出來てるる．之れは今回のスマFラ日蝕陰の携
帯する器械中の重要な部分を占めてみる．中村氏の製作した10センチ長門
鮎の鴬眞玉ε共に之れが用ゐられて，大型のコロナ窟眞が撮影される筈で
ある，
　　　　　　　　　　太陽熱研究に寄附
　米図スミソン學院天文台長アボトC．G．　Abbot氏は，南米ε北米Sに
各々一・ケ所の太陽熱観測所を計回してみるが，爾ほ去る1525年米國Nati
onal　Geographic　Societyから金55000　Dしの寄附を得で薔入陰に一ケ所の
新観測所を設立せんSし，さきに北阿アルゼクアのアトラス山系，、エヂブ
トやベルチスタンの山々等を税察した後．遽に南阿ブルカロスBrukkaros
山の海抜5200暇の地鮎（Keetmaus　hoopより約60哩）同選んで今日まで
観測を絞行してゐナこが，最近，同氏は上記のSocietyから更に全10000ド
ルの寄附を得て，今後の観測を績行ずるこミNなった．
